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やまなし
	第１号　平成２６年６月１３日

棚倉町立社川幼稚園
文責　園長　荒川　裕美子



　　　おたより「やまなし」
　　　昨年度に引き続き、社川幼稚園の教育活動や園児たちの様子、園経営についての考え方、職員の思いなどをお伝えするために、今年度も、園長より社川幼稚園保護者の皆様に、おたより「やまなし」を発行させていただきます。発行は不定期となりますが、幼稚園に対するご理解と保護者のみなさんの子育てに関するヒントとしてお役立ていただければと思っております。

　　　
　　　４月は年少さんにとっては生活環境が変わり、子どもたちも保護者の皆さんも不安が大きかったと思いますが、この２カ月間いろいろな園での生活や活動を経験し、年少さんも年長さんも日々確実に成長し、安心して生活している姿が見られます。

子育てやお子さんの集団生活ではいろいろな心配事や不安はつきものです。なにか、お気づきのことお困りのことなどがありましたら、いつでも職員にお声かけください。　



　　　
さる６月６日（金）の社川幼稚園りんどう湖ファミリー牧場の遠足は、あいにく雨の天候と

　　なってしまい、戸外で動物たちと触れ合ったりアスレチックで遊んだりすることができず、本当に残念の一言でした。でも子どもたちはそれなりに楽しい時間を過ごすことができたようで、一安心の気持ちです。
　私は、今回の雨のりんどう湖では新鮮な感じを受け、とても癒された場面がありました。それは、動物たちのところへ行ったときでした。晴れだったら外でお乳を観客におねだりし一斉に必死に柵に寄っていた子牛たち、長い列のできた乗馬コーナーでゆっくり歩いているポニーや馬たち、その他、羊などいろいろな動物が室内でのんびりと静かに、通路に居るまばらな人たちに目をやっていたのです。
私たち職員は動物たちの近くに行って、先に来ていた園児たちと動物たちの写真を撮ったり、動物たちの近くに行ったり、動物たちの姿に「かわいい」「かわいい」の連発。外は雨だったからこそ見ることができた動物たちの姿であり、また違った形での触れ合いができました。
私たち職員が行ったときは、遅い時間帯であり私たちと一緒に見学した数組の親子の皆さんはもちろんのこと、私たちより先に見学した皆さんも、同じように感じられたのではと思いました。
　
　　　　陽だまり、子育て便り　　
　　
　　　
先日、テレビを見ていてなにげなくチャンネルを回したら「不眠は万病のもと」というテーマで番組が流れていました。
　　　私は途中からその番組を見たので、前半の内容はよくはわからないのですが、ある小学校の取り組みが紹介されていてとても興味深い内容と感じました。
　　　ご覧になった方も多いと思いますが、（私は自分を振り返ると子育て真っ最中の時、仕事と育児でテレビや新聞を見る時間はありませんでした。）そのテレビの内容をかいつまんでお知らせします。

　　　体内時計は皆それぞれ一人一人が持っていて、子どもにとって、とても重要だというのです。それが狂うと不登校、ひきこもり、将来の病気（例えばガン）にもつながるとのことでした。
　　　朝、起きる準備ができていないで、起こされると自分を守ろうとし不登校、ひきこもりになるというのです。

　　　そうならないための具体的な内容として、午後８時以降はテレビを見ない。食べ物を口にしない。等々

　　　早寝早起きで規則正しい生活をすることで体内時計が正常になるということでした。
　　

　
　　　　　　
おたより「やまなし」





入園・進級から２カ月が過ぎました
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